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性 性 年齢層

女性 女性 20歳代

男性 男女 0歳代～90歳代

血清抗体の検出

病原体遺伝子の検出等クロイツフェルト・ヤコブ病 40歳代
脳神経症状の診断、
脳波（PSD）の検出

結核 80歳代 梅毒

新型コロナウイルス感染症

病原体の分離・同定

※　（）内は2021年の累積件数。但し、累積件数は速報値であり、データが随時訂正されるため変化します。

発生届があった。

調査対象の全ての感染症において、過去10年の同時期と比べると少ないか発生報告がなかった。

定点当たり報告数　第3週のコメント

・第3週は、 結核1件（8）、クロイツフェルト・ヤコブ病1件（1）、梅毒1件（4）、新型コロナウイルス感染症452件（1632）の
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千葉市感染症発生動向調査情報　

１　定点報告対象疾患（五類感染症）
2021年 第3週 (1/18-1/24) の発生は？

下段：定点当たりの患者数
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上段：患者数

「定点当たりの患者数」とは
報告患者数/報告定点数。
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２　全数報告対象疾患（455件）　　　　※新型コロナウイルス感染症452件は数のみ
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■　トピック　■

　第3週にクロイツフェルト・ヤコブ病（CJD）の届出が1件ありました。

　CJDは、脳組織の海綿状変性を特徴とする致死性の疾患です。
　神経難病の一つで、抑うつ、不安などの神経症状で始まり、進行性認知症、運動失調を呈し、発症
後1年から2年で全身衰弱、呼吸不全、肺炎などで死亡します。感染因子は核酸を持たない感染性
のある異常プリオン蛋白（蛋白質性感染粒子）と考えられており、その発症機序から原因不明の孤
発性プリオン病、プリオン蛋白遺伝子変異による遺伝性プリオン病、他からのプリオン感染による感
染性プリオン病に大別されています。

＜クロイツフェルト・ヤコブ病＞

　プリオン病の約8割を占める孤発性プリオン病は、発症年齢は平均68歳で男女差はありません。感
染性プリオン病には医原性と変異型があり、1996年に英国で初めて患者が報告され、牛の海綿状
脳症（BSE）との関係が指摘されて世界中をパニックに陥れたのは変異型CJDでした。

　全国では2011年から2020年の10年間において、年間100件から200件程度の発生がありました。
2021年第2週時点での全国の届出累積数は6件で、静岡県の2件が最も多くなっています。千葉県で
の発生報告はありません。
　千葉市では、2011年から2021年第3週までに11件の報告がありました。全て孤発性プリオン病で
す。2017年までは隔年で1件の報告がありましたが、以降は連続して発生報告があります（図1）。男
性6件、女性5件で、年齢は40歳以上、年齢中央値は72歳となっています（図2）。


